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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第33期

第３四半期連結
累計期間

第34期
第３四半期連結

累計期間
第33期

会計期間

自2017年
10月１日
至2018年
６月30日

自2018年
10月１日
至2019年
６月30日

自2017年
10月１日
至2018年
９月30日

営業収益 （千円） 3,944,265 4,352,321 5,416,091

経常利益又は経常損失（△） （千円） △39,994 132,596 7,640

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益又は親会社株主に帰属

する四半期純損失（△）

（千円） △32,981 105,485 5,471

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △35,508 90,259 15,302

純資産額 （千円） 2,000,953 2,060,844 2,051,764

総資産額 （千円） 3,285,528 3,279,323 3,316,201

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）

（円） △8.94 28.59 1.48

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 60.9 62.8 61.9

 

回次
第33期

第３四半期連結
会計期間

第34期
第３四半期連結

会計期間

会計期間

自2018年
４月１日
至2018年
６月30日

自2019年
４月１日
至2019年
６月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 4.48 25.37

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．営業収益には消費税等は含まれておりません。

　　　　３．第33期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半

期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。第34期第３四半期連結累計期間及

び第33期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、重要な変更又は新たに発生した事項はありません。

 

 

 

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）財政状態及び経営成績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境の改善を背景とする緩やかな回復基調の動

きが見られる一方で、通商問題の動向等、海外経済の不確実性による日本国内への景気下押しリスクも抱えておりま

す。

　当社グループにおきましては、ＩＳＩＬ（いわゆる「イスラム国」）の過激な活動の情報によって、欧州・中東等

での地政学的リスクの高まりによる営業収益の減少の影響を受けております。一方で、当第３四半期連結累計期間に

おいては、ゴールデンウィークが史上初めて10連休となったことで、需要喚起がなされる効果が大きく、当該期間に

おける特需効果が当社グループにおいても見られました。収益の増加があるとともに、為替動向の推移もあり、増収

増益が集中的に発生することとなりました。

　その結果、当第３四半期連結累計期間の営業収益は43億52百万円（前年同期比110.3％）、営業利益は117百万円、

経常利益は132百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は105百万円となりました。

　当第３四半期末における資産合計は3,279百万円、負債合計は1,218百万円、純資産合計2,060百万円となりまし

た。前期末比では、主として季節的要因により、資産合計は36百万円減、負債合計は45百万円減、純資産合計は9百

万円減となり、自己資本比率は62.8％となりました。

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（３）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 14,760,000

計 14,760,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）

（2019年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2019年８月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,690,000 3,690,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

(スタンダード)

（注）

計 3,690,000 3,690,000 － －

　（注）権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。なお、単元株式数は100株であります。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2019年４月１日～

2019年６月30日
－ 3,690,000 － 312,000 － 175,600

 

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2019年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

 

①【発行済株式】

2019年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）  － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 3,689,100 36,891 －

単元未満株式 普通株式　　　900 － －

発行済株式総数 3,690,000 － －

総株主の議決権 － 36,891 －

 

②【自己株式等】

2019年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2019年４月１日から2019

年６月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（2018年10月１日から2019年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、三優監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2018年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,295,825 2,257,545

営業未収入金 235,309 250,845

原材料及び貯蔵品 2,841 7,265

未収還付法人税等 9,109 －

その他 220,903 208,116

貸倒引当金 △240 △250

流動資産合計 2,763,749 2,723,523

固定資産   

有形固定資産 4,495 4,195

無形固定資産 17,845 20,895

投資その他の資産   

投資有価証券 205,892 205,717

その他 324,218 324,991

投資その他の資産合計 530,111 530,708

固定資産合計 552,452 555,799

資産合計 3,316,201 3,279,323

負債の部   

流動負債   

営業未払金 208,996 186,638

未払法人税等 － 22,134

旅行前受金 854,086 800,175

賞与引当金 29,400 17,700

その他 53,314 75,301

流動負債合計 1,145,798 1,101,950

固定負債   

退職給付に係る負債 118,639 116,528

固定負債合計 118,639 116,528

負債合計 1,264,437 1,218,478

純資産の部   

株主資本   

資本金 312,000 312,000

資本剰余金 175,600 175,600

利益剰余金 1,550,138 1,574,443

株主資本合計 2,037,738 2,062,043

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △441 △536

繰延ヘッジ損益 14,468 △662

その他の包括利益累計額合計 14,026 △1,199

純資産合計 2,051,764 2,060,844

負債純資産合計 3,316,201 3,279,323
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2017年10月１日
　至　2018年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2018年10月１日
　至　2019年６月30日)

営業収益 3,944,265 4,352,321

営業費用 3,295,879 3,571,956

営業総利益 648,385 780,365

販売費及び一般管理費 692,325 662,738

営業利益又は営業損失（△） △43,940 117,626

営業外収益   

受取利息 1,364 268

受取配当金 8,804 8,672

為替差益 － 4,649

その他 1,059 1,379

営業外収益合計 11,227 14,969

営業外費用   

有価証券売却損 4,944 －

為替差損 2,337 －

営業外費用合計 7,282 －

経常利益又は経常損失（△） △39,994 132,596

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△39,994 132,596

法人税、住民税及び事業税 532 21,140

法人税等調整額 △7,545 5,970

法人税等合計 △7,012 27,110

四半期純利益又は四半期純損失（△） △32,981 105,485

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△32,981 105,485
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2017年10月１日
　至　2018年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2018年10月１日
　至　2019年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △32,981 105,485

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 4,892 △95

繰延ヘッジ損益 △7,419 △15,130

その他の包括利益合計 △2,527 △15,225

四半期包括利益 △35,508 90,259

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △35,508 90,259

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（追加情報）

　(「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用)

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」(企業会計基準第28号　2018年２月16日)等を第１四半期連結会計

期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分

に表示しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。

　なお、前第３四半期連結累計期間の減価償却費は3,178千円、当第３四半期連結累計期間の減価償却費は

3,700千円であります。

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2017年10月１日　至　2018年６月30日）

配当に関する事項

 　配当金支払額

 （決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）
配当の原資

１株当たり配当額

（円）
基準日  効力発生日

 2017年12月22日

 定時株主総会
普通株式 40,590  利益剰余金 11  2017年９月30日 2017年12月25日

 2018年５月１日

 取締役会
普通株式 40,590  利益剰余金 11  2018年３月31日 2018年６月７日

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2018年10月１日　至　2019年６月30日）

配当に関する事項

 　配当金支払額

 （決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）
配当の原資

１株当たり配当額

（円）
基準日  効力発生日

2018年12月21日

 定時株主総会
普通株式 40,590  利益剰余金 11 2018年９月30日 2018年12月25日

2019年５月７日

 取締役会
普通株式 40,590  利益剰余金 11 2019年３月31日 2019年６月６日
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社グループは、海外旅行及びこれに関連する旅行傷害保険等のサービスを行う旅行業を営んでおり、単一

セグメントであるため記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2017年10月１日
至　2018年６月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2018年10月１日
至　2019年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半

期純損失金額（△）
△８円94銭 28円59銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は親

会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（千円）

△32,981 105,485

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額又は普通株式に係る親会社株主に帰属

する四半期純損失金額（△）（千円）

△32,981 105,485

普通株式の期中平均株式数（株） 3,690,000 3,690,000

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　2019年５月７日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・・・・40,590千円

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・・ 11円

　（注）2019年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2019年８月９日

株式会社ユーラシア旅行社

取締役会　御中

 

三優監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 米林　喜一　　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 川村　啓文　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ユーラ

シア旅行社の2018年10月１日から2019年９月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2019年４月１日から

2019年６月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（2018年10月１日から2019年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ユーラシア旅行社及び連結子会社の2019年６月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　１.上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２.ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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